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大
津
島
の
「
回
天
」
顕
彰
碑
と
慰
霊
祭

　
今
年
（
平
成
二
十
五
年
）
は
、
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
大
東
亜
戦
争
の

南
方
最
前
線
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
で
日
本
陸
海
軍
が
奮
闘
の
末
に
撤
退
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
か
ら
満
七
十
年
に
あ
た
る
。
靖
国
神
社
の
遊
就
館
で
も
、
現
在
（
年
内
）

ソ
ロ
モ
ン
戦
の
特
別
展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
実
は
私
の
父
（
所
久
雄
）
も
、
赤
紙
召
集
に
応
じ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ョ
ー
ジ
ア
島

へ
上
陸
し
、
ム
ン
ダ
の
激
戦
で
七
月
二
十
七
日
に
戦
死
し
た
（
満
三
十
歳
）。
そ

こ
で
同
日
を
選
び
、
靖
国
会
館
に
百
名
近
い
方
々
の
参
加
を
頂
き
、「
ソ
ロ
モ
ン

の
英
霊
を
偲
ぶ
集
い
」
を
催
し
た
。
数
少
い
戦
友
と
未
亡
人
は
既
に
九
十
歳

代
、
遺
児
で
も
七
十
歳
以
上
で
あ
る
が
、
全
国
ソ
ロ
モ
ン
会
（E

-m
ail

：

in
fo

@
ja
p
a
n
-so

lo
m
o
n
.co

m

）
は
、
若
い
学
僧
崎
津
寛
光
氏
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
笹
幸
恵
さ
ん
等
の
尽
力
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
洵
に
頼
も
し
い
。

　
そ
の
翌
日
、
山
口
県
周
南
市
で
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
の
研
修
会
が
あ
り
出
講

し
た
後
、
翌
二
十
九
日
、
徳
山
湾
の
大
津
島
へ
参
上
し
た
。
こ
こ
は
人
間
魚
雷

回
天
の
訓
練
基
地
が
あ
っ
た
所
で
、
今
も
立
派
な
市
立
「
回
天
記
念
館
」
が
あ

り
、
そ
の
遺
跡
と
同
館
を
訪
ね
た
の
で
あ
る
。

　
周
知
の
と
お
り
、
人
間
魚
雷
回
天
は
、
昭
和
十
九
年
に
入
っ
て
絶
望
的
な
頽

勢
を
何
と
か
挽
回
す
る
た
め
に
、
黒
木
博
司
少
佐
（
大
正
十
年
〈
一
九
二
一
〉

生
ま
れ
、
当
時
満
22
歳
）
が
、
血
書
「
急
務
所
見
」
で
懸
命
に
嘆
願
し
て
、
特

別
に
許
可
さ
れ
た
。
九
三
式
（
昭
和
八
年
）
の
酸
素
魚
雷
を
大
幅
に
改
良
し
、

同
十
九
年
九
月
か
ら
大
津
島
で
特
訓
を
開
始
。
そ
の
六
日
夕
方
、
黒
木
・
樋
口

両
大
尉
は
、
回
天
第
一
号
艇
に
同
乗
発
進
し
た
が
、
海
底
に
突
入
し
て
浮
上
で

き
ず
、
二
人
と
も
必
死
に
遺
書
を
認

し
た
た

め
、
翌
七
日
に
絶
命
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
事
故
を
教
訓
に
改
良
を
加
え
た
回
天
は
、
翌
年
八
月
ま
で
次
々
出

撃
し
て
多
大
な
戦
果
を
あ
げ
た
が
、
殉
職
・
戦
死
は
一
四
五
名
（
享
年
平
均
21

歳
）
に
の
ぼ
る
。
そ
こ
で
、
同
二
十
年
十
一
月
、
生
き
残
っ
た
隊
員
が
地
元
民

の
協
力
を
え
て
、
大
津
島
に
「
回
天
碑
」
を
建
て
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
碑
は

翌
年
早
々
、
占
領
軍
の
目
を
恐
れ
て
、
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
埋
め
ら
れ
た
。

　
し
か
し
、
同
三
十
年
十
一
月
、
元
隊
員
た
ち
が
同
地
に
集
ま
っ
て
、
慰
霊
祭

を
営
み
、
以
後
毎
年
励
行
し
て
き
た
。
し
か
も
三
十
五
年
に
は
、
徳
山
郷
友
会

が
呼
び
か
け
全
国
の
有
志
一
万
七
千
名
に
協
賛
を
え
て
、
新
た
に
黒
木
少
佐
の

血
書
「
回
天
」
を
黒
髪
石
に
刻
ん
だ
石
柱
が
建
て
ら
れ
（
台
座
は
旧
碑
の
そ
れ

を
転
用
）、
翌
年
三
月
、
盛
大
な
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
側
碑
に
は
平
泉
澄

博
士
の
撰
文
（
別
掲
）
と
回
天
烈
士
の
芳
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
翌
三
十
七
年
七
月
、
戦
友
が
全
国
に
呼
び
か
け
て
、「
回
天
顕
彰
会
」

を
発
足
。
つ
い
で
四
十
三
年
十
一
月
、
烈
士
の
遺
品
な
ど
を
展
示
す
る
「
回
天

記
念
館
」
が
完
成
、
徳
山
市
（
現
周
南
市
）
に
寄
贈
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
四
十

七
年
正
月
、
黒
木
少
佐
の
母
堂
わ
き
様
か
ら
手
水
鉢
「
浄
水
」、
ま
た
六
十
三
年

九
月
、
地
元
有
志
か
ら
実
物
大
の
鋳
造
魚
雷
「
回
天
」
も
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
平
成
に
入
る
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
ま
で
神
式
で
営
ま
れ
て
き
た
慰
霊
祭

を
、
市
立
の
記
念
館
域
内
に
立
つ
「
回
天
碑
」
の
前
で
行
う
こ
と
が
難
し
く

な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
昭
和
三
十
年
か
ら
祭
主
を
務
め
て
き
た
山
崎
八
幡
宮
の

河
合
信
彦
宮
司
が
、
基
地
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
神
棚
と
霊
璽
を
同
宮
で
預

か
っ
て
、
毎
年
十
一
月
二
十
日
に
本
来
の
慰
霊
祭
を
私
的
に
営
み
、
大
津
島
で

は
追
悼
式
典
を
公
的
に
行
う
形
と
な
り
、
そ
れ
が
今
も
続
い
て
い
る
。

　
そ
こ
で
私
は
、
回
天
記
念
館
の
松
本
紀
是
館
長
か
ら
懇
切
な
説
明
を
聴
き
、

基
地
跡
を
案
内
し
て
頂
い
た
帰
途
、
市
内
の
山
崎
八
幡
宮
へ
参
拝
、
河
合
昭
彦

現
宮
司
か
ら
父
子
二
代
に
わ
た
る
御
苦
労
話
を
承
っ
た
。
こ
れ
も
、
戦
後
史
の

一
資
料
と
し
て
大
切
に
し
た
い
。

　
尚
、
黒
木
少
佐
の
出
身
地
岐
阜
県
下
呂
市
で
は
、
平
泉
博
士
の
発
願
に
よ
り

昭
和
三
十
九
年
九
月
、
信
貴
山
上
に
楠
公
社
が
創
建
さ
れ
た
。
今
年
も
九
月
八

日
、
第
五
十
回
の
回
天
楠
公
社
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
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